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資料
榎本武揚とメキシコ殖民移住〔4〕
? ?
幸 洋
1. はじめに
前稿において，メキシコヘの殖民移住については領事代理藤田敏郎が，明治24(1891) 
年10月12):1, メキシコ市に着任した当時から勢力的に，現地の事情を「領事報告』として
寄せており，それが移住に関係するところが多かったことを明らかにしておいた。またそ
れ以前，サンフランシスコ領事館に勤務しているとき，榎本武揚に宛てメキシコヘの移住
事業を提言し，それがきっかけとなり，メキシコ国駐割領事代理として赴任することにも
なった。
在メキシコ国領事館領事書計生として任地にあるとき，本国に対して移住を奨励したこ
とについては，着任後，一箇年を経過したころであるが，
「墨国へ移住民誘導ノ件」（外務大臣宛報告）明治二六年五月二五日付在墨西寄府領事
代理藤田敏郎〔『殖民協会報告』第五号 明治二六年九月掲載〕
「小植民実施計画藤田井上合案」藤田敏郎•井上一男 明治二六年〔時事新報に投稿し
たもの〕
に提言していることは，前述した通りである。
ところがメキシコに着任したのち，直ちに外務省官房移民課長の調査指示によって移住
についての詳細な調査をし，その現地の意見を報告させているのである。しかしこれは当
時の政府の方針とも反するので公表をはばかれたものとみられる。
その一方では，メキシコとの通商条約の成立するや，初代駐割領事からも積極的に移住
を建言しているのである。しかしわが国では，移住政策の確定がなされないとき，その対
応に苦慮している。
ここで取り上げた末公開史料は，榎本武揚の移民政策の決定する上において，どのよう
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な事前調査が行われたかについて明らかにするものとみられ，ここに史料として呈示する
ものである。
2. 殖民移住への指向
国交が開始されたメキシコ側でも，その通商条約の意図から日本からの移住について，
駐割メキシコ領事が日本政府に対して建言しているのであるが， これに関係する領事に
は，つぎの二領事があげられる。
在横浜メキシコ国領事ペー， エム， サルタレル PierreMarie Saltareは， 明治23
(1890)年8月25日付メキシコ大統領ボルフィオ・ヂァスの委任状を添えて，臨時代理公
使佐藤愛磨より，外務大臣子爵青木周蔵宛に，委任状が送付され，同年10月25日付をもっ
て，認可されている。
またその後任としては， ドン・モウリシオ・ウロルハイム DonMauricio W allheim 
を在東京駐割メキシコ国領事とするため，明治26(1893)年6月19日付メキシコ国大統領
委任状を添え，同年8月5日付にて外務大臣陸奥宗光宛に申請し，外務大臣陸奥宗光は内
閣総理大臣伊藤博文宛に，明治26年8月16日付をもって認許可状（案）を提出し，同日付
にて認可されている。そのため，前任者サルタレル領事の任期は，明治23年10月25日か
ら，明治25年8月16日までと任期をおくことができる丸
『東京経済雑誌」第24巻第591号（明治24年9月26日付）には， サルタレ／碍員事の意見
を掲載しているが，これは在任中に榎本武揚に提出された意見書を要約したものである。
「 0墨西其に日本産物展覧会を開設するに付き同国領事の意見
我が外務省は移住奨励の目的を以て墨西其に領事館を新設せしか，今度更に同国に本邦
物品の展覧会を開設せんとの計画ある由なり，元来此の事は墨西其領事の意見に出でたる
ものにて，領事は充分に同国政府と協議を遂げ，一篇の意見書を榎本外務大臣に呈せし由
なるが，同国政府は之に対し左の如き保護特典を与ふべしと云ふ，
第一 日本産物博覧会へ出品する者の為めに無税にて相当の場所を貸与すること
第二商品は売捌きたるものに限り輸入税を課し残品は無税再輸出を許すこと
第三輸入税は総て一割五分の利益を課すこと
第四 展覧会入場料徽収の権利を許与すること
1) 「在本邦各国領事任免雑件」墨国之部 自明23,10 ~ 〔6門1項8類第3号文杏J
（外務省外交史料館）
本稿での領事氏名の仮名表記は，公文書に記載の通りとしておいた。
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又右の特典より生ずる所の利益は凡そ左の如し
第一，一万弗一箇年間無税にて展覧会場を借用する利益
509 
第二，一万六千八百弗 出品総価格を六十万弗とし輸入税平均額を三割五分と看倣すと
きは輸入の際二十一万弗の税を支出する訳なれども輸入税後払の許可を得る為め
右二十一万弗に対し一箇年間に生ずる八分の利子
第三，二万千弗 出品の売却高を四十万弗と看倣すときは其輸入税十四万弗なれども，
ー割五分の減省を許さるる為めに生ずる利益
第四，三万弗縦覧切符売捌高即ち入場券一枚を二十仙とし十五万人入場の割
合計七万七千八百弗
果して斯の如くは墨西班政府の特典大なりと謂ふべし，而して外務大臣は一方に於ては
新任藤田領事をして之に関し精細なる調査を為さしめ，一方に於ては此等の事に通せる商
人に利害を諮問中なりと云ふ 」
この意見書は， 1891(明治24)1月18日に提出されたものであるが，この時点において
榎本武揚は， まだ外務大臣に就任しておらず， 枢密顧問官の任にあった。 したがってこ
の意見書は，領事代理藤田敏郎がサンフランシスコから，メキシコ市に赴任するまで，放
置されていたものであった。ようやく 9月22日になって，外務大臣官房移民課長安藤太郎
は，赴任した（このときにはまだ実際には，現地へ着任していない）藤田敏郎に対して公
文書を出し，この意見書を添付して要項の取調を依頼したのであった丸
「明治二十四年九月二十二日発遣
在墨西班府
領事代理藤田敏郎殿
外務大臣官房
移民課長 安藤太郎
本邦農夫ヲ墨国へ移住セシムル事二関スル同国領事ノ意見書ノ要項取調之件
日本展覧会開設ノ件二関シ本年一月中本邦駐在同国領事サルタル氏ヨリ榎本子爵へ呈シ
タル別紙意見書訳文及回付候間該意見書二記載セル要項御取調之上可成精密之御報告有之
度此段申進候也
この調査要請が「東京経済雑誌」に掲載されたのは， 9月26日であるから，この調査依
2) 「墨西斑へ日本展覧会ヲ開設及ヒ日本移民二関シ同国領事ノ意見」
(3門15項2類第25号文書〕（外務省外交史料館）
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頼の文書が発送された時点で，外務省から得た情報により掲載されたのであるが，その内
容には， 日本展覧会の開催のみに触れているだけで，移住のことについて全く触れている
ところがない。そのため田口卯吉が「然れども我が人民が墨国の貿易及び移住に注目して
之が計画を為し居る由は，余輩末だ之を聞かざるなり，是れーは日秘鉱業会社の失敗及び
東海悦郎の詐欺等に依りて，我が邦人の米洲に対する企業心をして氾喪せしめたるが為め
なるべし」とするごとく 4), 移住に対しての政策を打ち出すことがはばかれたのである。
この意見書は，在横浜メキシコ領事が自ら進んで意見を提出したのではなく，榎本武揚
を訪問したとき，移民の申し入れに対し，回答として提出したものであり，宛先も榎本武
揚に対してなされており， 日本政府へ直接なされたものではなかった。このことからみて
榎本武揚は，すでに述べたごとく外務大臣に就任する以前から，墨西班への移住を意図し
あらゆる関係者に詳細な調査方法を求めていたことが伺えるのである。
この意見書の内容は，二つに分かれており，
，ー 日本産物展覧会を開設すること
，ー 日本農夫を墨西奸に移住させること
からなっていた。
ただ展覧会の開設については， 1891(明治24)年9月より92年8月までとなっており，
この意見書をもって調査依頼しようとする時点においては，すでに開催期間が経過してい
るのである。
おそらくこの意見書は榎本武揚の手元に於いて，保管されていたのであるが，明治24年
5月29日に外務大臣に就任し，同年7月23日にはメキシコに領事館設置を請厳し，裁可を
得たので，このような日本工芸品展覧会が開催できるようなメキシコの国内事情を調査さ
せるため，この意見書を添付して現地調査を新任の藤田敏郎に依頼することになったので
あろう。そのため展覧会の開催よりも，むしろ移住のことに重点が，置かれていたのであ
るが，政府部内においては移住に対し反対意見が殆んどであり，4 孤立状態にあったので，
一般へ情報としては公開をはばかったのであろう。
この調査依頼に対しての，在メキシコ領事館からの報告は，同年12月23日付（公信第13
号〕で，送付されてきた。
「展二送第六号ヲ以テ当墨府二日本品展覧会開設二関シ右本邦墨国領事ヨリ差出シ候意
3) 「墨西斑に日本産物展覧会を開設するに付き l司国領事の意見」「東京経済雑誌」第24
巻第591号明治24年9月26日
4) 「墨西斑との貿易を開始すべし」「東京経済雑誌』第24巻第594号 明治24年10月17日
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見書中ノ要項取調へ精密ノ報告可致旨別紙意見書及相添御申越候由致了承候依之取調報告
書差進候間御落手相成度此段回答申進候也
明治廿四年十二月廿三日
在墨府領事代理
領事館書記生藤田敏郎 〔印〕
外務省
通商局長安藤太郎殿
?
この公信は，明治25(1892)年1月23日に外務省で接受され， 「大臣次官閲了」が上部
の欄外に書き込まれているので，直ちに関係者に回覧されたのち，記録課には同月29日に
接受，書類綴りに綴じ込まれた。添付の別紙は罫紙枠の上部に「在墨府帝国領事館」とあ
る13行罫紙に，ペン書きで6枚の両面にわたって書かれ，表題には， 「某氏展覧会開設等
意見二対スル答申」と見えている。
このようにメキシコに対して移住計画を実施に移すことの可能性が，榎本武揚の外務大
臣就任により，再び起こってきたのである。この時点での移住に対する現地の意見は，っ
ぎの通りであった。
このとき米国駐割特命全権公使建野郷三から，まえもって訓令しておいた日墨貿易に関
する報告が8月3日に接受されているが，そこにはハワイにみられるような出稼ぎではな
く，まず合本会社（シンジケート）によって土地を購入し，日本農民を移住させるべきで
あるとしているが，これには，注意の上にも注意を加え，最も精密に事情を研究し，且つ
其上に厳重の保険を付したる上でなければ，之を許可するべきではないとして，慎重な態
度を提言している。これには在ニューヨーク帝国総領事館の雇ステーブンスの意見書が付
属していた。その内容は建野郷三の書状とも一致するものであり，むしろその意見を要約
したものといえる丸
この書状に対して，榎本は自己の思うところと一致するところがあった．とみられ， 8月
13日には， 「資本ヲ備ヘル者ニシテ墨国二移住シ土地ヲ所有シ事業ヲ営マントスルモノア
ルトキハ其利害得失若何之点二関シ可成詳細二知悉致度卜存侯」として更に詳細な報告を
求めて指令している。
これに対して，米国駐割建野公使は， 9月19日付で「日墨間ノ通商貿易二関シ実地調査
5)「外国貿易二関スル意見書」「日本外交文書」第24巻 明治24年1月~12月 日本国際
連合協会昭和27年3月31日
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方建言ノ件」として，報告を提出しているが，そこではいままで幾人かの関係者が，それ
ぞれの意見（珍田領事復命書，ジョーンス氏意見書など）を提出したが，それらは総て机
上の調査であるので，この際移住を実施するには「差当リ適当ノ人物ヲ撰沢シテ之ヲ墨
国二派遣シ予メ充分実地ノ調査為致様被成候得ハ事業ノ成功上神益スル所頗ル大ナルベシ
卜存侯」とし，この際，詳細な実地調査をすることが，最も適切な方法であることを，こ
こで提言している。
このような提言がなされることの背景には，数年前に行われた高橋是清の日秘鉱山会社
の失敗が問題となっており．詳細な現地調査をすることにより，この轍を踏むことのない
ことが，政界において望まれていたのである。アメリカからの公使建野郷三の意見は，す
でに現地の藤田敏郎領事代理に伝えられており，外務省からの直接の調査依頼にたいして
は，現地のメキシコにおいて関係先に疑問点をただし，外務省移民課長安藤太郎宛に報告
をよせている。
まず「日本工芸品展覧会」については，まった＜駐割メキシコ領事の一存により計画さ
れたものであることが，逐一項目を検討していく過程において明らかにされており，メキ
シコ政府の意向を受けて駐割領事が開催を勧誘したものではなかった。もしこれをそのま
ま鵜呑みにするならば， 日秘鉱山株式会社と同様に駐割メキシコ領事の策略に陥ることに
なったわけである見ただここで藤田領事代理は， イタリヤ永久陳列処，つまり当時，提
唱されていた在外商品陳列所のことに触れており，わが国においてもこのような陳列所の
設置を要望しているのである。このとき国内では，大阪に商品陳列所が設置されることに
なっていたのであるが，海外における在外商品陳列所の設置についての実現化には，まだ
程遠かったのである。しかしこの提案は，榎本の農商務大臣就任ののち，四カ所（沙市・
新嘉披・オデッサ・メキシコ市）のうちの一つとして，設置の実現をみるのである。
6) 「日秘鉱山株式会社」は，ペルー在留のドイツ人ヘーレンによってカラワクラ鉱山の
共同経営が， わが国に要請されたので， 田島睛雄技師が全権代表として派遣された
が，現地の状況を調べることなく，契約を締結したことを電報でうけ，前田正名のす
すめもあって，資本金五十万円の「日秘鉱山株式会社」を設立。高橋是清は井上漿商
務大臣のすすめで特許局長を辞任して，明治22(1889)年11月16日に鉱山経営の全権
代表として赴任，現地へおもむくが廃鉱と知らされ，契約を変更して翌年9月10日横
浜に帰着する。このことから海外進出に対する警鐘とされ，詳細な現地調査が問題と
なる。なお詳細な事実経過については，
高橋是清『高橋是消自伝」千倉書房 昭和11年2月9日 339-428ペー ジ。
〔10〕ペルー鉱山の失敗と其後の落胆時代
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つぎに移住については，現在，メキシコにおいては，ハワイでみられるような出稼ぎ移
民のような一時的な労働移民ではなく，資本と労働の輸出による永住的移住を望んでいる
のであるとしている。そのため移住者には. 5年後には5ヘクタールの土地を無償で提供
することが，すでに「移住条例」で規定されているとする。このことは榎本武揚の意向に
よって設立された「吉佐移民会社」によって実施をみてきた定期移民による移民事業とは
また異なり，彼の持論であった殖民移住事業に沿ったものであったとみられる。ただその
実施のためには，事前の詳細なる現地調査が必要であった。
また建野郷三の報告は10月13日に接受されているが，この時点において榎本には，、どの
ような方法によって，移住先の現地調査をすることが，脳裏にあったのであろう。それに
は少なくとも， 日本人では言葉の問題もあり，充分な現地調査ができないのではないかと
し，横浜居留地在住の中南米に経験のある外国人によって調査することが得策としたので
あろう。そのため外務省通商局長兼移民課長安藤太郎を差し向けて．横浜在住ゴンサガ
C, Newbrini Gonzagaに探検計画書を提出させた。このゴンサガは，東京地学協会々員
で，チリー，アルゼンチン，ウルグアイにも探検をしており，中南米の事情に詳しいもの
であった。
明治24(1891)年9月7日付で．ゴンザガ氏より提出された回答は，表題には「意見」
となっているが，その元は榎本武揚からの依頼，あるいはその命を受けて移民課長安藤太
郎が，横浜に在住する関係者に，・メキシコ，および中南米の移民調査が可能か，問い合わ
せたものであろう。その理由は，もともとスペイン語を解せない日本人を中心とする派遣
団では，詳細な調査が不可能であるので，この際，横浜に居留する外国人による調査を依
頼することになったのであろう。この横浜在留のゴンザレスからの書状は，ーケ年間の調
査として，探検員 (3名，内1名は， スペイン語に堪能なるもの）・旅行計画・旅行予算
について述べているが，概算57,000円（欧洲を巡回しない場合は， 50,500円）を必要とし
ている。とくに南米は，気候条件が不安であるため伝染病にかかることが多く，罹病を避
けるため適当な訪門時期を撰択することが必要であるので，長期間を必要とし多額の経費
を要するとしている。とくに法外な経費については，俸給及び雑費を 1カ月金貨千円とし
ているが，これは当時の御雇外国人の月俸五百円を遥かに上回るものであり，太平洋横断
の費用について，普通料金であるならば， 120~150円であるにもかかわらず， 500円もの
費用を計上しているのである。
このような膨大な中南米の探検経喪について， 当然のことではあるが， 「先ツ目下格別
ノ必要ナキ書」とか， 「法外卜謂フ外ナシ」とするほかはなかったのであろう。 ここにわ
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が国独自の調査団を派遣することになり，在メキシコ領事館の藤田敏郎領事代理を中心と
し，わが国の移住政策に非常に協力的であった在メキシコ米国人で領事館雇アップジョー
ンズを加え， 日本からの調査団としては，安積疏水に久留米藩士族の移住に関係した森尾
茂助，同じく福島県出身の恒屋盛服，榎本の甥の榎本龍吉，農学者の高野周省が選ばれた
のであろう。明治25年度予算で外務省第2款第14項機密費に殖民地探検費を包括させ，翌
明治25年3月18日に東京を出発し，メキシコだけの調査に赴くことになる。
〔史料〕 1. 1:本工芸品展覧会測設， 日本農夫移住意見書 千八百九十一年一月十八
日付駐在墨西班国領事ペー，エム，サルタレル枢密顧問官海軍中将榎本
武揚閣下宛書状
〔外務省外交史料館〕 （三門十五項二類第二五号文書）
拝啓陳ハ閣下ノ御希望二応ジ過日拝謁ノ際申述候件々相認メ左二申進候
政治上及ビ商業上ヨリ考へ候時ハ日本ハ今ヨリ南亜米利加ノ新市場二注目シ尤モ将来二望
有之且成効ノ見込相立居候墨西研国へ日本ノ農夫ヲ移住セシムル事ヲ奨励スルハ尤モ緊要
ナル義卜存候南亜米利加二新市場ヲ開クニハ其国語（南亜米利加中「プラジル」ハ葡萄牙
語ヲ用ヒ其他ノ諸国ハ一般二西班牙語ヲ使用ス）並二南米諸国ノ習慣二通暁致シ居候私選
ノ事務員ー名ヲ派遣シ置ク事必要二可有之先第一着二墨西寄国ヨリ始ムル事尤モ容易二可
有之卜存候
墨西斑政府ニテハ日本人ニシテ若シ移住民事業ヲ企ル者アラハ充分ノ保護卜救助ヲ与フル
考二有之候二付千八百九十一年九月ヨリ九十二年八月マテ墨西班府二於テ日本工芸品展覧
会ヲ開設スルノ特許ヲ同政府へ及出願候処左ノ特典ヲ与ヘラルヽ趣二有之候
第一 日本産物展覧会へ出品スル者ノ為メニ無税ニテ相当ノ場所ヲ貸与スル事
第二 商品ハ売捌キタルモノニ限リ輸入税ヲ課シ残品ハ無税再輸出ヲ許ス事
第三輸入税ハ総テー割五分ノ減省ヲ許ス事
第四 展覧会入場料徴収ノ権利ヲ許与スル事
右二記載スル所ノ特典ハ即チ拙者ヨリ請求致候モノニテ右展覧会ハ日本出品人ノ協賛二依
テ成立チタルモノト墨西班政府二於テ確認スルトキハ直チニ拙者二許与可相成候件二有之
候ヘトモ拙者ノ尽カニ相当スル報酬ヲ為サハ日本ノー会社二右特典ヲ譲与可致候拙者ノ計
算二依レノヽ右特典ヨリ生スル所ノ利益凡テ左ノ如クニ有之候
第一壱万弗 ーケ年間無税ニテ展覧会場ヲ借用スル利益
第二壱万六千八百弗 出品総価格ヲ六拾万弗，輸入税平均額ヲ三割五分卜看倣ストキ
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ノヽ輸入ノ際弐拾壱万弗ノ税ヲ支出スル訳ナレトモ輸入税跡払ノ
許可ヲ得ル為メ右弐拾壱万弗二対シーケ年間二生スル八分ノ利
子
第三弐万千弗 出品ノ売捌高ヲ四拾万弗卜看倣ストキハ其輸入税拾四万弗ナレ
トモー割五分ノ減省ヲ許サルヽ為メニ生スル利益
第四参万弗 縦覧切符売捌高即チ入場券一枚ヲ弐拾仙トシ拾五万人入場
合計七万七千八百弗
伊太利工芸品展覧会ハ之ヲ来ル千八百九十二年九月ヨリ千八百九十五年マテ開設スル事ニ
相成居候間其期日前二日本ノ展覧会ヲ開設シ得ル為ニハ今日ヨリ其準備二着手スルノ必要
可有之卜存候右展覧会ハ伊国展覧会二先立テ開設スルノ利益有之候
依テ今日ヨリ出品スヘキ日本工芸品ヲ蒐集シ其内ヨリ拙者ノ適当卜認ムル物品ヲ選択致シ
大蔵省ノ干旋ヲ以テ直チニ之ヲ墨西好府へ逓送スルヲ要スヘシト存候此物品ハ若シ売捌出
来サルトキ積戻シノ為多クノ費用相掛可申二付可成的見本品ヲ送ル方便利ナルヘシト存候
拙者ハ展覧会事務員卜同伴シテ墨西研府へ出張致シ物品ノ配置其他展覧会成効上事務員ヲ
助ケテ充分尽力可致候
運搬費ハ多額ヲ要スヘクト存候横浜ヨリ桑港迄ハ海路二依リ候間運賃低廉二候ヘトモ桑港
ヨリ墨西班府迄ハ「エル，パソ」ヲ経由スル四千四十「キロメートル」ノ鉄道ヲ使用致候
ニ付多クノ費用ヲ要シ可申候
展覧会ノ出品ナルヲ以テ著シク減省シタル運賃表二依テ計算致侯トモ右鉄道ノ運賃ハー噸
（二千「キログラム」二当ル）二付七拾乃至八拾弗ニハ下ラザルベシト存候尤モ物品ノ売
捌ケ方宜シキトキハ右ノ如キ運賃ヲ負担シ得ヘシト存候南亜米利加ハ運輸ノ道甚不完全ナ
ル為卜商品ノ運賃非常二騰ク候ヘトモ右地方ニテハ敢テ悸例ノ費用卜申ス訳ニモ無之侯
拙者ノ取調候所二依レハ余リ価額ノ貴キ物品ハ好マシカラス中等ノ価ニテ可成日本職エノ
技能ヲ示スニ足ル物品ヲ逓送スル方可然存候
右展覧会ハ日本ノ職工井技術家ヲ墨西班国へ誘引スルニ至ルヘク且虹チニ利益ヲ受クルニ
至ルヘシト存候醤ヘハ数ニ一例ヲ挙クレハ欧羅巴風ノ家具ヲ製造スル職エノ如キ若シ自己
ノ製造二係Jレ家具ノ見本ヲ出品シタランニハ必ス墨西斑資財家ヨリ巨額ノ注文ヲ受クルニ
至ルヘシト存候
墨西斑国ハ殆ント日本二於ケルカ如ク目下経済上大変動ノ時期ヲ経過中二有之候以前ハ欧
州風家屋内部ノ便利ヲ知ラサリシカ今日至リテハ全ク欧州並北米諸国卜同様ナル開化ノ座
ニ達シ候ヘトモ輸入税非常二貴キ為メ外国製造品ノ輸入少ナク又内国ノ工芸未夕隆盛ナラ
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サル為メ充分内国ノ需用二応スル能ハサル有様二有之侯故二若シ日本ノ家具師彼地二至リ
巧二日本ノ職工ヲ使役シ且多少ノ資金ヲ投スレハ速カニ巨額ノ資産ヲ起スヲ得ヘシト存候
右二陳候所ハ日本品展覧会開設井二通商二関シ有益ナルヘシト考候拙者ノ所見二有之是ヨ
リ左二移住民ノ義二関シ意見可申陳候 ................. 
移住民ノ事ハ十有余年来拙者ノ論究致居候義二有之日本ノ移住民ハ支那ノ労働者ノ如ク有................................. 
給被雇農夫トシテ外国へ行クモノニ非ラスシテ自己ノ労働卜移住地政府ノ保護トニ依リ将............................ 
来一個ノ土地所有者タル見込ヲ以テ外国二赴クヲ良策卜存候
拙者ノ意見ハ明瞭二有之侯間普通ノ移住民事務員力可成的多額ノ分頭手数料ヲ取リテ自己
ヲ利セント欲シ可成的多クノ人民二移住ヲ勧ムルモノト同一視スヘキモノニ無之候拙者ノ
望ム所ハ右ノ如ク狭陵ナルモノニハ無之拙者ハ日本ノ移住民力各其目的ヲ達スルト日本殖
民地ノ傍二居所ヲ定ムルヲ以テ満足スルモノニ有之侯
墨西班国二於テ目下殖民地二使用シ得ル土地ハ廉価ニシテ諸方二有之且同国政府ニテハ日
本移住民会社ノ創立者卜移住民トノ間公平二利益ヲ享受スルノ確認ヲ得ルニ於テハ有益ナ
ル条件ヲ以テ許可ヲ与フヘシト存候間同国二至リテ諸事取調ヲ為スタメ速二日本移住民会
社ヲ組織スル事目下ノ急務卜存候
耕作人トシテ移住スル者ハ米，茶，綿，珈琲等ヲ耕シ得ル農夫ヲ以テ適当ノ者卜相考侯
拙者ノ墨西班国二滞在中日本移住民会社ヨリ移住セシムル日本人ヲ試住セシメ試耕セシム
ルニ適当ナル拡大ニシテ良位置ナルー個ノ土地アル事ヲ伝聞致侯此土地ハ将官アンジェ—
必マルチネ氏ノ所有地ニシテ「コリマ」州中二在リテ「ハチェンダ，デ，パリ，デル，
リオ」卜申シ衆人ノ宜ク知ル地所二有之候右所有主ハ金貨参拾万弗ナレハ売却致ス旨申候
由右土地二関スル詳細ノ要点ヲ認メタル西班牙文ノ書類拙者ノ手許二有之候「コリマ」州
ハ地理上ヨリ云ヘハ良位置二候ヘトモ暑キ季候二有之候由若シ此地所ニシテ季侯ハ少シク
暑クトモ健康二適スル土地二有之且購入シ得1レモノト認メラレルナラハ移住民事務二関ス
ル特別委員ヲ設ケテ右地所二関スル詳細ノ取調ヲ為サシムル事尤モ緊要二可有之卜存候
右地所ノ坪数ハ八万六千七百四拾五「アクール」（「アークル」ハ古キ名称ニシテ今ノ五拾
「アール」即チ五千「メートル」平方二当ル）ニシテ多ク家畜ヲ養フニ足ルヘクト存侯目
下米，珈琲等ヲ作リ居侯ヘトモ珈琲樹二適スル地所而已ニテモ百万本ヲ植ユルヲ得ヘシト
存候又水利ノ便モ有之候間右ノ如キ地所ハ日本移住民会社ヲシテ絶ヘス相当ノ利益ヲ得テ
移住民ノ労働二供スルヲ得ヘ・シト存侯
墨西奸国二於テハ一般二畑地ノ売買廉価二有之該国政府ニテハー「エクタール」（壱万「メ
ートル」平方二当ル）二付壱弗乃至壱弗五拾仙ノ廉価ヲ以テ上等ノ畑地ヲ日本移住民会社
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へ譲渡可相成ハ拙者ノ能ク承知致居候義二有之候
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墨西班国ノ海岸ハ一般二暑ク且不健康ノ地二侯ヘトモ少シク海岸ヨリ遠カリ海面ヨリー千
「メートル」程高キ地方ハ季侯宜シク且作物モ好結果ヲ得ヘシト存侯拙者ノ考フル所二
テハ「ゲレロ」州ノ内ニテ今ヨリニケ年ノ後二至ラハ「アカプルコ」港二達スル所ノ蘊籍
セアニック
鉄道線路二接近シタル拡大ナル土地ヲ購入スル方得策カト存侯
「コリマ」州「モーザニロ」港ハ前述ノ「ハチエンダ， デ，パリ， デル，リオ」（マルチ
ネ氏所有地）ノ所在地ニシテ「アカプルコ」・港ヨリ僅々十五哩ノ距離二有之「アカプル
コ」港ヨリ墨西冴府迄ノ里程ハ鉄道ニテ五百五十九「キロメートル」アリ又「ゲレロ」州
ノ首府「キルボンシンボ」ハ「アカプルコ」ヨリ百五十六「キロメートル」ノ距離ニシテ
海面ヨリ高キコト千二百八十八「メートル」二有之候
アンテ...アニック
拙者力第ーニ日本移住民会社ノ注意ヲ促カス為メニ「ゲレロ」州ヲ示シタルハ連洋鉄道線
、路アルヲ以テ耕作上ノ便利少ナカラスト存候為メニ有之候又目下墨西奇府卜北米合衆国国
境トノ間二既二左ノ三個ノ鉄道線路有之候
第一墨西寄中央線路（エル，パソ経過） 千九百七十「キロメートル」
第二 同万国線路（タグル，パワス経過） 千七百五十六「キロメートル」
第三 同内国線路（ラレド経過） 千三百五十「キロメートル」
又大西洋ノ方ニテハ墨西寄府卜「ウエラ，クリエス」府トヲ連絡スルモノニ個有之侯
第一墨西奸鉄道 四百二十三「キロメートル」
第二 「フエロ，カリル，インテロセアニック」鉄道四百七十三「キロメートル」
右二記スル第ニノ鉄道線路完成致侯節ハ「ウエラ， クリユス」ヨリ 「プエブラ」ヲ経テ
「アカプルコ」マテ八百二十五「キロメートル」ノ里程卜相成可申候太平洋ノ沿岸ニハ末
タ内地卜連絡ヲ通スル鉄道無之候ヘトモニ三年ノ後ハ少クモ四個ノ鉄道線路ヲ有スルニ至'
ルヘシト存候
右ハ閣下ノ御判定二任セ候事項ノ大略二御座候墨西斑国二於ケル日本ノ殖民事務ハ単二
自己ノ耕作業二使役スル為メニ日本ノ労働者ヲ雇入ント欲スル普通営業的ノ輩二之レヲ放
任スルハ得策二非ラス墨西寄又ハ他ノ南米諸国へ到リ候トモ只夕珈琲樹其他ノ培養者二利
益ヲ与フルノミニテ日本人ハ決シテ布睦国二於ケル労働者ヨリ多クノ利益ヲ得Jレハ甚夕難
カルヘシト存侯之レニ反シ相当ノ管理者アリテ之レヲ指揮スルトキハ恰モ仏，伊，英，
独，西等ノ諸国人民力南米二移住シテ繁昌シ各其本国トノ通商ヲ奨励スルカ如ク日本人モ
亦日本ノ光栄ヲ増シ日本ノ国威ヲ南米二輝スニ至Jレコト明瞭卜存候
日本ハ地理上良位置ヲ占メ且進歩ヲ望ム国ナレハ宜シク一国ノ人民ヲ進歩セシムルノ運動
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ヲ為シ国民ヲ外国二移住セシムルノ策ヲ施スベシ
右二陳候拙者ノ意見ハ墨西班合衆国大統領ジエネラル，ジアツ閣下ニモ之レヲ提出致シ今
般拙者ヲ日本駐在墨西班国領事二任セラレタルハ右意見ヲ是認致サレタルノ確証二御座候
拙者職務ノ効カハ日本二於ケルヨリモ反テ墨西班国二於ケルモノト愚考致候間若シ日本政
府二於テ商業上ノ職務ヲ拙者へ御委任相成候ヘハ充分尽力可致且墨西研国二於ケル日本移
住民事務員ヲ補助可致侯
閣下二於テ右二陳述致候拙者ノ希望ヲ御賛成御保護相成候様切二希望致候 敬具
東京二於テ千百九十一年一月十八日
ペー，エム，サルタレル手署
枢密顧問官海軍中将子爵榎本武揚閣下
〔史料〕 2. 某氏展覧会開設等意見二対スル答申 在墨府領事代理領事館書記生藤田敏郎
より外務省通商局彫安藤太郎殿宛〔明治二四年十二月二三日付〕
〔外務省外交史料館〕 （三門十五項二類第二五文書）
〔公信第十三号〕 によるものでr明治24年1月3日に接受〔受第 801号〕，
記録課には，同月29日に接受，収録されたものである。本文は，ペン書きに
て， 同罫紙の表襄に，細かい字で書かれており， 罫紙6枚の表裏には邦文
で，同紙14枚の表裏には，西語文で書かれている。
某氏展覧会開設等意見二対スル答申
墨国政府ハ某氏二墨府二於テ日本工芸品展覧会ヲ開設スルノ許可ヲ付与シ同時二四ケ条
（第一， 日本産物展覧会へ出品スル者ノ為メニ無税ニテ相当ノ場処ヲ貸与スルコト。第
二，商品ノ売捌キタルモノニ限リ輸入税ヲ課シ残品ハ無税再輸出ヲ許スコト。第三，輸入
税ハ総テー割五分ノ減省ヲ許スコト。第四，展覧会入場料徴収ノ権利ヲ許与スルコト）ノ
特許ヲ与フ可キ云々二付農商植民大臣代理井大蔵大臣二就キ尋問スルニ皆日ク其展覧会開
設ハ両国通商上大二贅成スヘキ事実ナレドモ当国政府ハ末ダ何人ニモ如此特許ヲ与ヘシコ
トナク又将来モ□□卜思考ス第一輸入税ノー割五分軽減云々ハ大二新輸入税則二違反ス
ルモノナリ如何トナレハ行政長官即大統領ハ輸入税則第一編第一章第二章第五編第四章
（右ハ別紙二抜粋）二規定ノ場合井植民用品鉄道鉱山用品器具機械井一般ノ公益トナルエ
事二使用スルモノニ向テ特別ノ許可ヲ与フルノ制裁ノ外一般商品二如此特許ヲ与フヘキニ
非ス故強テ減税ヲ出願セムト欲セハ議会ノ決議ヲ経サル可ラズ議会モ該展覧会ガ陳列ノ物
品ヲ販売セズ単二衆庶ノ縦覧二供スルノミナレハ特別ノ詮膳モアルベケレドモ他ノ商品卜
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同様売捌ヲ為ストキハ減税特許ヲ得ルコト或ハ難カラン次二売捌キタルモノニ限リ輸入税
ヲ課ス云々モ亦条約二反スルモノナリ総テ外国ヨリ輸入スル物品ハ先ツ納税スルニ非サレ
バ税関倉庫ヨリ取出（墨府ハボンデッド倉庫ナシ只開港場井国境ニアルノミ）ルコト不能
モノナレハ税金ヲ末納シテ売捌クコトハ勿論許可シ難シ然レトモ若荷物ヲ開港場又ハ国境
税関二預ケ入レ入用ノ時二引出ストキハ其引出セシ荷物ニノミ輸入税ヲ課スベシト雖トモ
一旦墨府二輸送シ商店又ハ陳列処二陳列セシ上ハ其商品ノ再輸出二当リ輸入税ヲ払戻ス
コ＇卜不能最モ再輸出ハ一般輸出卜同様，無税通関ヲ許スベシ（右規則別紙二抜粋，引用者
註，この西語部分省略）次二展覧会出品者ノ為無税（無家賃ナラン）ニテ相当ノ場処ヲ貸
与スル云々ハ当時其心当リナシ尤モ若不用ノ建物モアリタル節ハ使用ヲ許スコトモアルベ
シ終リニ展覧会入場料徴収云々ハ勿論場主ノ勝手タルベク当政府ノ更二其間干渉セス但シ
一般ノ地方税等ノ規則二拠テ其収入高二対シ収税スルノミ右ノ如ク三ケ条ノ特許ヲ得ルコ
卜難シトセバ某氏ノ列挙セル特許ヨリ生スル第ーヨリ第三迄ノ利益（第一，ーケ年間無税
ニテ展覧会場ヲ借用スルノ利益壱万弗，第二，出品価額ヲ六拾万弗輸入税平均額ヲ三割五
分卜看倣ストキハ輸入ノ際廿壱万弗ヲ支出スル訳ナレドモ輸入税跡払ノ許可ヲ得ル為メ右
廿壱万弗二対シーケ年間二生スルハ八分ノ利子金壱万六千八百弗，第三，出品ノ売捌高ヲ
四十万弗卜看倣ストキハ其輸入税十四万弗ナレトモー割五分ノ減省ヲ許サルヽ為メニ生ス
ル利益金弐万千弗）ハ尽ク消滅二帰スルモノト謂フベシ而シテ第四ノ利益（縦覧切符売捌
高即入場券一枚ヲ廿仙トシ十五万人ノ割金三万弗）参万弗ノ入場料ハ素ヨリ予定ニテ何人
モ正面之ヲ非難スルコト不能レトモ同都人ロノ半数以上ヲ入場者卜見積リシハ少シク過当
ニハ非サルカ
某氏所述ノ伊太利工芸展覧会二関シテハ伊国領事ハラレチ氏二面会シ且同氏卜同道該展覧
会二出淳シ其方法井実際ヲ見聞スルニ左二外ナラズ
伊太利永久見本陳列処（エキスボジション・ペルマネンテ・ムエストラス）ハ酒，罐詰
品卸売商サカリニ及セルバレ会社ノ伊仏両国製造者ノ依頼二依テ同店ノニ階四室（三間二
三間ノ室ヲ最大トス）二織物，硝子，陶器，石器（マープル細工），玩具，製薬化粧品，
酒井精酒，罐詰，飲食品等ヲ陳列シ酒井飲食品ヲ除キテハ皆見本二過キズ今ーニノ例ヲ挙
ケレバ織物ノ如キハ三四寸四方ノ見本ヲ各製造処毎二特別ノ折本二帖リ，製薬ノ小□鉄
又ハ硝子場二入レ又各製造処毎二各別ノ閉開自由ナル箱二入レ額縁ノ如キハニ三寸ノ小片
ヲ尺余ノ板二打付ケ，硝子陶器ノ如キモ一種毎二見本ヲ出ス仮令ハ洋燈ノ如キ鉢皿ノ如キ
花瓶ノ如キー揃一組又ハ一種類毎ニーケ又ハー枚ヲ陳列ス要スJレニ小許ノ場処多数ノ陳列
スルノ趣向二外ナラズ其陳列処ノ趣旨ハーサラリニ会社伊仏製造者ノ代理人トナリ陳列品ニ
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就キ些少ノロ銭ヲ以テ当地ノ注文ヲ引受クルモノナレハ当時各種ノ見本品代価僅カニニ三
千弗二不過尤モ新規ノ見本ハ依頼者出来次第増加スルコト勿論ナリトスl司陳列処二関シ政
府ヨリ特許ヲ得ルヤ否ヲ尋タルニサカリニ氏日ク然ラズ只織物等ノ見本実際売買シ難モノ
ノヽ税関規則第五編第四章二因リ無税輸入シ其他ハ一般ノ輸入税ヲ仕払ヒタリト又同場ハ縦
覧料ヲ徴収スルコトナシト
某氏ノ陳列品計算ヲ見ルニ当国二回送セントスル物品ハ六拾万弗ノ予算云々トアリ然レド
モ公報第参号末項二陳述セルゴトク当墨府ノ購買カハ頗フル限アルモノニシテ且日本品ハ
概ネ日用品二非ス所謂贅沢品二属スルモノ多ケレバ購買者案外二勘カランカ殊二公報第二
号二添付セシ税目表二示スカ如ク本邦品ノ輸入税ハ頗ル重税ニシテ中ニハ可驚モノ多シ重
複ナカラ此二二三ノ例ヲ挙ンニ絹織物ーキログラム（二英斤二〇四六二当ル）十六弗ヨリ
同肩掛ノ如キニ至テハ舟四弗，生糸ーキロー弗ヨリ糸巻二捲キタル絹糸ーキロ六弗二至Jレ
陶磁器ーキロ十五仙ヨリー弗，銅真鍮青銅器四十仙ヨリー弗五十仙，鍍金銀器二弗ヨリ三
弗五十仙，家具木材製品八仙ヨリ六十仙，緑紅五十仙，扇子団扇二五仙ヨリニ弗五十仙，
鼈甲細工一弗七十五仙，骨角細工四十仙，人造花一弗七十五仙ヨリ七弗二至Jレ，杖一弗二
十五仙，絵画七十五仙，壁紙十仙ヨリ五十仙。
ノ類ナレバ回送品ノ都合ニョリテハ六十万弗ノ物品二対シ同額或ハ其以上ノ税金ヲ仕払コ
トアルベシ加之本邦ヨリ当墨府迄ノ運賃ハ某氏モ述ヘシ如ク運輸不便ノ為頗フル高リ横浜
ヨリ桑港迄一噸ノ運賃ヲ八弗トシ同港ヨリ墨府迄ー等品九十弗トスレハ原価六十万弗ノ物
品運賃（物品ニョリ軽重大小アル勿論也）ハ蓋シ莫大ノ額二達スベシ
公報第二号墨府輸入品統計表二示スカ如ク墨府ハ現今日本ヨリ海外二輸出スル如キ絹，陶
磁器，米，茶，漆器，金属，．木材製品．雑貨等二対シ百四十五万弗（六十万弗二税金運賃
等ヲ加へ仮リニ百四五十万弗卜定ムルナリ）ヲ費スモノニ非サルカ如シ況ンヤ日本品ハ嘗
テ当国二直接輸入ヲ試ミタルコトナケレハ末夕其嗜好ノ如何ヲ知ラサルヲヤ公報第六号線
述セシ如ク当国人ハ一般守旧ニシテ容易二新物品ヲ使用セサルノ風習アレハ従来日本ヨリ
欧米諸国二輸出セシ物品ヲ直チニ墨国二適当スヘシトノ考案ヲ以テ商品ヲ当国二回送セハ
或ハ大二目的ヲ甑甑スルコトアルベシ試二今日四五十万弗ノ日本品ヲ紐育シカコ又ハ桑港
二回送セシカ或ハ末夕日本人ノ嗜好如何ヲ不知外国人ヲ東京又ハ大阪二輸送スト仮定セン
二半年或ハーケ年二有利ヲ以テ売捌クコト無覚束ガ如シ況ンヤ墨府ノ如キ人口僅カニ三十
万前後購買力前述ノ如キ都府二於テハ巨額ノ試売品回送ハ頗フル危険ノ虞アリト云フベシ
故二愚案ニハ最初二六十万弗ノ百四五十万弗卜云フカ如キ巨額ノ物品ヲ回送セス徐々二商
業ヲ拡張スルノ主意ヲ以テ先ツ最初二試ノ為メ多クモ五六千弗以内ノ見本二均シキ物品及
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各種ノ見本ヲ蒐集シ送付シ当地嗜好如何ヲ察スルト同時二注文ヲ引受クルコト彼伊太利陳
列処ノ如クセハ可ナランカ其陳列処ニハ滋二三ノ考案アリ第一ハー商店ノ階上ニーニ室ヲ
ーケ月四五十弗ノ家賃ニテ借リ適当ノ見本函（ショーケース2,棚，＇机等ヲ備へ代理者一
二名ヲ出張セシメ販売注文等ノ事二当ラシムルコト，第ニハ出張員俸給旅費井二諸費ヲ省
ク為メ本邦ヨリ以上ノ見本品ヲ送リ当地ノ商人二販売井二注文ノ取次方ヲ依頼シ売上高ノ
壱割（多額ナレハ七八分）注文高ノ壱割（多額ナレハ五分）ヲロ銭トシテ与之シ（家賃広
告料諸税金ハ荷主ノ負担タルベシ）， 第三方法ハ来年四月以降当領事館公務室ノ傍（若余
地アレバ）ラニ物品ヲ陳列シ衆庶ノ縦覧二供シ購入又ハ注文ノ節ハ当地ノ依托商人卜示談
セシメ其売上高ノ壱割注文高ノ五分乃至壱割（前同様売上注文高ノ多少ニョルモノナリ）
ヲロ銭トシテ依托商人二与レハ出品者ノ手数卜経費旅費等ヲ省クコト大ナルベシ而シテ注
文ノ種類多ク又販売ノ景況思ハシキトキハ本邦ヨリ商品携帯シテ出張販売スルコトヽセハ
或ハ然ル可ランカ記シテ以テ参考二供ス。
某氏ノ所述ノ如ク当府二於テハ家具ノ価格非常ナルモノニシテ概ネ米国ヨリベラクルース
港ヲ経テ輸入シ内地二於テハ末夕其製造業ノ進歩セス其需要二応スルノ途二至ラサル時ナ
レハ此期ヲ以テ日本ノ西洋家具師玩具木具師若干名ヲ引率シ誠二小額ノ資本ヲ以テ其製造
ヲ創始セハ或ハ利益アランカ然レ・トモ某氏ノ述フル如ク家具ノ見本ヲ本邦ヨリ回送スルハ
大二然ル可ラザルガ如シ何トナレハ組立サル家具ニモ其積ハ他品二倍スルモノナレハー噸
九十弗内外ノ運賃ヲ払ヒテハ如何ナル家具モ利アルコト難カルベシ彼紐育市ヨリ来ル家具
ノヽベラクルース港迄汽船ヲ以テシ同港ヨリ墨府迄二百六十哩間ハ汽車ヲ以テ運送スレトモ
日本ヨリスレバ桑港ヨリニ千五百哩ノ汽車二依ルモノナレハ運賃上大ナル損益アルコト可
知ナリ是レ墨国商業上桑港商売上ノ紐育卜競争シ難キ処トス本邦当業者大二此迄二注目サ
ルベカラズ
移住民二関スル事実ハ公報第一号井二第四号二開陳セシ如ク当国官民共日本人ノ移住ヲ企
待シ当国政府ノ移民条例ノ許ス限リ欣然日本人二特許ヲ付与スルコトヲ吝カザルベシトへ
先二当局者ヨリ親シク聞知スル処ナリ其業二関スル詳細ハ右公報第壱号井四号（移住民条
例，土地払下規則，植民用品無税輸入規則，土地払下価額，耕作物景況井植民会社ノ景況
及植民特許条約等）二譲リ姦二再ヒ線述セザル可シ
当国政府ノ移民ヲ奨励スルハ給料ヲ目的トスル人夫ノ来航二非スシテ資本家労働者共二殖
産興業ノ利益ヲ享受シ各自ヲシテ土地所有者タラシムルニ在リ（公報第四号付属植民特許
条約植民二五エクタラス以上ヲ譲Jレ又ハ売渡スベシトノ条款参照）又実例二徴シ考フルモ
日本人ヲ或ル資本家ノ使役二供スル為メ墨国二渡航セシメハ賃銀低廉僅カニーロ廿銭乃至
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舟六七銭ヲ得単二資本者二利益ヲ与フルニ止リ日本人移民永久ノ利益二非サルナク其例ヲ
示サンニ両洋貫通鉄道工夫トシテ清国広東洲ヨリ渡航セシ支那人千二百余人ハ工事負請人
某ノ失敗後多クノヽ方向ヲ失シ急二労働二就クコト不能北米二至ランカ支那人拒否条例ノア
ルアリ墨国ノ耕地二労働センカ土人卜同様一日廿仙乃至舟六仙ヲ得ルニ止リ前途ノ甚ダ迂
遠ナルヲ以テ大二方向二迷ヘリ故二其労働引受人支那人某人多数ノ同国人ヲ本国二送戻サ
ンニ多クノ船費ヲ要スルヲ以テ当時資金ヲ募リ未開地ヲ購買シ同国人二職業ヲ与へ利益ヲ
共有セントスト云フガ如ク当国ハ単と給料ヲ目的トスル渡航者ニハ不利ナルカ如シ故二本
那人ヲ当国二移住セシメントスルニハ本邦二確実ナル植民会社ヲ設立シ資本主労働者利益
ヲ享有スルノ組織トシ当国政府ヨリ公共地ノ払下及ヒ移民二関スル諸種ノ特許権ヲ受ケ土
地相当ノ耕作二従事スルヲ善トス若シ土地ノ撰択会社ノ経営其宜ヲ得レハ相当ノ収益アル
コト盛シ難事二非サルナシト信ス其士地払下又ハ壱個人ヨ））購入スル場合ニハ公報二屡々
開陳セシ如ク実地二就キ調査測量ヲ遂クルコト最モ必用ニシテ遥カニ数千哩ヲ隔テ当国ノ
土地ヲ買ハントスルハ起業者ノ為メ大二取ラザル処トス殊二当国二於テー私人ヨ））土地ヲ
購入スルトキハ大二注意セサルベカラズ何トナレハ十数年又ハ数年前政府ヨ））殆ンド無代
価二均シキ廉価ヲ以テ購入シ空シク時期ノ到達ヲ竣ツモノ多ケレバ売ラント欲スル土地ノ
価格二高低常ナク仮令イ百万エーカーノ申出シ直段百万弗ノモノモ都合ニョ））六十万或ハ
三四十万甚シキハ夫ヨリモ安価二売渡サントスルノ類例不少又購入ノ土地仮令豊銃ナルモ
四時炎兼凜蒻［ク加へ悪疫不絶運輸不便ナル土地ハ決シテ植民二適スルモノト云フ可ラズ是
レ実地調査ヲ遂クルノ必要ナ））ト云フ所以ナリ
某氏所述ノ耕地八万六千七百四十五アークル（エーカーナランカ）ノ価額金貨三十三万
弗ニシテ牧畜・米・珈琲等二適シ近傍ノ港湾マンサニヨ港ハアカプルコ港ヲ距ル僅三十五
哩アカプルコ港ヨ））墨西冴府迄ハ近年落成セントスル両洋貫通鉄道アルハ運輸甚夕便利ナ
ル云々今右耕地所在ノコリマ州二付キニ三ノ人二尋問スルニ場所ニョ））テハ珈琲二適シ気
候モ植民二適スベシト雖トモ土地ノ高低ニョリ同ジー州内ニモ甚シキ差異アレバ実際ノ調
査ヲ遂クルニ非サレバ其如何ヲ知ル能ハズ而シテ其価格ハーエーカー墨銀五弗二相当スレ
ドモ地味位置等ニョ））高下アルモノナレハ今其不当ヲ陳へ難シ然シ通常ノ考ヲ以テセハ地
味位置等非常二優良ナルニ非サレバーエーカー五弗ハ盛シ相場外レト可謂カコリマ州二於
ケル政府ノ払下最上地ーエクタール（ニエーカー四七）ハニ弗廿五仙ニシテ特許ノ如何二
ヨ））テハ政府公債百弗券ヲ時価廿五弗ヲ以テ購買シ之ヲ百弗トシテ右地代ヲ納入スルコト
ヲ得レハ政府ノ土地ーエーカー（ーエクタル五十六仙即二弗廿五仙ヲ四分シタルナ）））廿
二三仙二当ル又若特許ニョ））百弗券当時時価三十六弗ノモノヲ以テ納入ズルモーエーカー
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（ーエクタル八十一仙即二弗廿五仙ヲ百分ノ:/1t六弗ニテ除シタルモノナリ):1t二三仙二相
当スル割合ナリ故ニーエーカー五弗ハ頗ル高価ノ観アリ姦二序ナカラ一言スベキコトアリ
即チ某氏ハマンサニヨ港ハアカプルコ港ヨリ僅二十五英里卜云フト雖若人ヨリ地図ヲ一見
セハ直チニ其誤謬ヲ発見スルコトナランマンサニヨ港ハ北緯十九度二三分墨府ヨリ西五度
二分アカプル港ハ北緯十六度八分墨府ヨリ殆ント直角二度半二位スレハ両港間海上ハ無慮
四百英里以上ナルベシ
聞ク所ニョレバ某氏ノ述ルカ如ク太平洋海岸ハ一般暑気烈シク不健康ノ地不少レトモ高サ
二三千呪ノ土地ハ季候温和ニシテ耕作二適スルモノ多ク其等地方ノ耕作物景況ハ公報第一
号二略述セシカ如ク又公報第七号二陳述セントスルカ如ク場所二依リ有利ナル熱帯植物ヲ
産シ就中護膜，珈琲，• 砂糖，米綿等最モ適当ナルト云フ其等産物ノ販路，頗ル広大ナルモ
ノニシテ今後両洋鉄道又ハニカラガ運河ノ貫通スレニ至ラバ（十二月上旬北米合衆国大統
領教書二同運河ノ利益ヲ保証スルコトヲ諧会二勧告セリ若首尾能ク議会ノ協賛ヲ得ハ成効
期シテ待ツベシ）更二有益ナルヘシートハ世人ノ認ムル処ナリ
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Capitulo 15, Seccion 4. 
〔史料〕 3. 墨西寄国へ探検員派遣二関スルゴンサカ氏ノ意見
一八九一（明治二四）年九月七日付，之・ネムブリニー・ゴンザガヨリ外務
大臣海軍中将子爵榎本武揚宛書状
〔外務省外交史料館〕 （三門十五項第二類第二五文書）
原文は，手紙（カルタ） 5枚からなり，羽根ペンによって両面に格調高く執
筆されており，セピア色の封筒に納められている。封筒の宛先は， 「榎本武
揚」宛となっている。
ここに掲載するのは，その訳文であり，翻訳局によってなされたもので，柱
刻に「外務省」の朱書のある八行子持ち罫紙に墨書されており，翻訳局は，
同月21日に翻訳を終えている。
〔註〕 上欄枠外に「先ツ目下格別ノ必要ナキ書」 （朱書）
十丁裏，上欄枠外に「法外卜謂フ外ナシ」 （朱書）
以書簡致取上候陳者日本ヨリ墨西班井二中央及ヒ涌i亜米利加向ケ或ハ御発遣二相成1レ可キ
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探検員ノ御任命及ヒ其採用スベキ旅行ノ計画井二之二要ス可キ出費ノ概算等二付キ外務省
通商局兼移民課長安藤太郎氏ヨリ了承致候御依頼二応シ謹テ左ノ通リ具申致シ候
前顕諸共和国ノ産物井二需要物二就キテハ拙者ガ昨年農商務省へ転送ノ為メ浅田神奈川県
知事閣下へ呈出候報告書ヲ御参考卜相成候既二其写ハ私信ヲ以テ安藤太郎氏へ送1J置候尤
モ拙者ガ南米ノ事情二就キ心得居候智識井二経験ハ，智利，アルゼンタイン共和国，及ヒャ
ウルグエー等二独立ノ際，獲収シ候モノニテ亦夕拙者ガ曽テ此等諸国二絶ヘス取引アル'
「コントアルデスコントドバリ」銀行二関係ヲ有シ且ツ西班牙語二通シ居候義モ之二好都
合ヲ与へ候ヘバ拙者ノ具陳致サントスル次第ハ貴政府二対シ多少ノ価値アランコトハ自ラ
顕ハザル所二御座候
探検員ヲ組織スル人員
探検員発遣費用ノ点井二其金穿竪ノ実際満足ナル結果ヲ得ントスルノ主旨ヨリ閣下ノ御
注意ヲ促サント愚考致シ候冒頭最要ノ件ハ墨西班，中央井二南亜米利加へ同一国ノ探検使
ヲ御発遣二相成1J該員ハ一国年中二轍スル其任ヲ遂ケ充分周到ニシテ区々異鏃ナラザル報
告ヲ政府二進呈スルニ御座候機ノモノニ致候義二御座候尤モ此発遣員p三人ヨ 1J多カラス
且ッ左ノ諸項二熟通スル者二有之度候
日本産物及ヒ需要物
羅匈民族亜米利加諸邦ノ多数ノ原物料卜交換ス可キ日本産物ノ生産費
斯ル物品ノ日本井二支那二於ケル買価
日本支那及ヒ前顕諸邦ヲ連絡スル直航線ノ開設アル場合二約定セラル可キ運漕費ノ
割合
日本及ヒ支那ヨリ輸入スル諸種新物品ノ墨西班，中央井二南亜米利加二於ケル使用
法井二後者ヨリ輸入スル諸種新物品ノ前者二於ケル使用法
日本ヨリ前顕諸邦へ有益確実永久ノ移民流出ヲ開キ米洲羅旬共和国二農業及ヒ工業
ノ新種類ヲ輸入シ因テ日本卜西班牙井二葡萄牙諸殖民トノ間二隆盛ナル貿易上ノ交
際ヲ創設スルニ必要ナル諸事件
然ルニ墨西班殊二中央井二南亜米利加二於テハ専ラ西班牙語ヲ用ヒ（但シブラジルハ此
例外ニテ即チ西班牙語葡萄牙語ヲ混用致シ居リ候）此等諸邦ノ官吏及ヒ土人ノ中ニハ他ノ
欧洲語ハ直スルモ殆ント呈之且ツ又夕此等共和国二住居スル外国人ノ中ニハ山師流ノ者及
ヒ移民周旋事業ノ者モ多ク有之伊国及t西班牙政府ハ近頃此徒二対シ厳重ナル新法ヲ発布
シ其移民ヲ保護スル為ノ処分二尽カセサル得サルニ然候等ノ義ハ明白ナル事実二御座候得
共三人ノ御発遣員ノ中少クモ一人ハ充分二西班牙語二通シ且ツ前顕ノ徒二対スル商業上井
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二交際上ノ取扱二熟シ居ラザルヲ得ザルコトハ最モ肝要ノ義二御座侯「西班牙人ハ世界中
最モ語学井二地理二拙ナルモノナリ」トノ諺ハ亦夕拙者力十三年間「遷車」二住居中遡追
致候南米紳士ニモ適用ス可キモノニ御座候但シ日本紳士中二彼ノ語二通シ且ツ彼／邦人ト
ノ取引二熟セシモノヲ全ク欠キタルハ先般H秘会社ヲ圧倒セシ災害ノー主因二有之侯コト
更二□ヲ然ルベカラス候且ツ今回ノ事業成功二関スル尚ホーノ条件ハ彼ノ邦二於テ最上ノ
権勢アル羅馬教憎侶ヲ取扱フ大手練ヲ要スルコトニ御座候尤モ該僧侶ハ程好ク之ヲ取扱フ
節ハ甚夕自由ニナリ易ク且ツ大二我為メニ相成ルヘキモノニ御座侯
旅行ノ計画
墨西寄井二中央亜米利加ノ諸邦及ヒ南亜米利加ノ某邦ノ海浜二新二到来スル人二対スル
最大ノ仇敵ハ即チ黄熱病二有之此発病ハ海浜近傍ノ某部分ニテハ固有病二御座候得共其他
ノ部分ニハ輸入二属シ甚ダ危険ナラサルモノニ御座候而シテ其流行ノ時節ハ夏秋二渉リ居
候尤モ本病ハ唯沿海地方井二島嶼ノミニ流行シ高原ノ大陸内地ハ殆ント此憂ナキモノニ御
座候実際上黄熱病ハ唯夕開港場殊二此々碇泊スル船中二起ルモノニテ其率先ノ患者ハ通例
外国人二御座侯因テ発遣員ノ正当ニシテ多ク出費ヲ要サス且ツ健実ナル旅行ヲ計画スルニ
ハ該員ハ冬期二当リ墨西野へ到着スル為メ秋期ノ中頃二日本ヲ出発スル様致度存候合シテ
候全冬期及ヒ春期ノ一部ハ墨西寄，中央亜米利加，コロンビア及ヒヴェネズイラ等ニテ調
査シ夫レヨリブラジルヘ出発シ秋期ノ末（即チ五月井二六月）同国二到着スル様致侯但シ
同国ノ海浜井ニアルチレス諸島ハ黄熱病ノ最モ危険ナル場所柄二御座候間此辺ノ旅行ニハ
涼気ノ時節最モ望マシク且ツ甚夕爽快二御座候是ヨリバラグエー，ウルクエー，アルセン
タイン共和国，智利，ボリビア，秘露，及ビエキュアドール等ヲ遍歴致シ候□□ 之候
尤モ黄熱病ハ此等諸国ノ固有病二無之其他方ヨリ飛来スルコトモ亦夕甚ダ稀有二御座候因
テ探検ハ十一月二其局ヲ凌グエトヲ得候ヘバ全旅行ハ一年以上ヲ出テズシテ其終リヲ告ル
ニ至ルベク候
次二南米洲ノ世界貿易ノ重輸出入ハ殆ント皆ナ欧洲ニテ支弁致居候テ南米諸共和国ノロ
口ノ取引（即チ銀行事体若クハ□□ ）ノ多分ハ龍動或ハ漢堡，アントワルプ，伯里及
ヒゼノア等ヲ経過スル次第二御座候但シ墨西奸ヲ除キ他ノ米洲羅匈人種共和国二於テハ北
米合衆国力職業上目下末夕欧洲卜競争スル能ハス随テ其已二輸出スル物資ノ甚僅少ナルカ
為メ北米洲ヲ経過シテ取引スルコトハ亦夕僅少二御座候就テハ，右発遣員ハパナマ若クハ
ニウヨルクヨリ欧洲へ廻リ帰朝致スコト可然卜存候得共此義ハ畢莞第ニノ問題二有之若シ
拙者ノ確信致シ候通リ第ニノ探検二従事スル為メ別二委員ヲ御派遣二相成Jレコトモ御座候
卜存候熟レニシテモ地中海沿岸ノ諸国ヲ巡回スルコトハ貿易上甚夕有益ノ義二御座候即チ
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モロコ，アルゼリア，チュニス，イジプト及ビ小亜細亜二於テ尚ホ月本貿易上起業ヲ視lレ
ヽニ足ル莫大ノ余地有之目下マルセール井二竺ム工ヲ経過シテ日本卜該諸国トノ間二存ス
僅少ノ絹類及ヒ写t具物貿易ハ若シ被護ヲ得ル場合ニハ甚夕増加ス可キ義二御座侯
探検費ノ概算
墨西寄殊二中央及ビ南亜米利加ハ世界中最モ浪用多キ国二有之候実二此等諸国ノ如ク労
働者ノ欠乏二随ヒ其賃銀ノ不廉ナルカ為メ製造業ハ皆無ノ姿ナル処二於テハ是レ巳ヲ得サ
ル次第二御座侯故二探検員ノ地位二当リ常二高等ノ官吏，上流ノ市民，富有ナル農業，及
ヒ鉱山家卜交際シ屡対接待二従事セザルヲ得ス且ツ引続キ巡回ノ途二当リテ終始不自由ナ
キコトヲ要スル人ハ多少巨額ノ金ヲ必須致スヘキ義二御座侯拙者ガ十五年前ヴルパラライ
左，サンシアゴー，ペムタアレナス，．モンテヰヂオ，及ビブエノスアイレスニ滞在中ノ
経験井二総テ此等諸共和国ノ事情二通ズル南米洲ゾ上流ノー紳士ニシテ昨年其国ヲ出テ目
今横浜二住居スルモノヽ所見二拠リ候得バ探検員ガ羅匈人種亜米利加二滞在中ハ各壱人二
ーケ月金貨千円ヲ当テザルヲ得ス勿論汽車汽船賃ハ別二支給セサル可カラザルコトニ御座
候
故二拙者ノ勘考致シ候所ニテハ探検費予算ハ略ホ左ノ通二御座侯
金貨三万六千円 派遣員三名十ニヶ月間ノ雑費井二俸給
同九千円 旅行費
同八千円．
同四千円
総計金貨五万七千円
右十ニヶ月外二（許可アル場合ニハ）帰途
欧洲井地中海沿岸巡回費
臨時費
（附言） 欧洲巡回ノ許可ヲ得サル場合ニハ桑港ヨリ日本へ帰航費用ヲ金貨千五百円卜
暉 lレ可キ筈二御座侯ヘハ総計金貨五万五百円卜可相成候
桑港ヨリ墨西好， 及ヒ中央井二南米洲ノ西海岸ノ諸港二至ルノ船賃（但シヴルパライゾ
ーマデノ分）井二桑港ヨリ墨西班府マテノ汽車賃表ハ既二外務省へ差出置候間今回ハ竺と
ナムブネオ，バリサ， リオジアニロ，モンテビヂオ，プエノスアイレス間ノ船賃表ヲ相添
ヘ候然ルニ合衆国ヨリ墨西野中南米洲，コラムビア，ヴェネスイラ，及ビ北ブラシルノ東
海岸二至lJ及ビプエノスアイレスヨリ智利二至lレ船賃二関シテハ拙者ノ穿監行届キ兼且ツ
又夕当横浜二於テハ南米ノ鉄道旅行費ノ如何ヲ承知致居侯モノ更二見当リ兼候義ハ誠二遣
憾ノ至リニ存侯
尚ホ該旅行井二其必要費用ノ委細ハ何時ニテモ拝顔ノ節言上仕度期待致シ居リ候且ツ今回
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ノ具陳井二先般ノ報告ガ此ノ要件御取調ノ為メ貴省ノ御用ニモ相立候ハヽ幸甚ノ至二奉存
候
敬具
千八百九十一年九月七日 神奈川県庁二於テ
〔封筒〕
?
His Excellency 
Admiral Viscount Takeaki Enomoto 
His Imperial Maj蕊ty'sMinister of Foreign 
Affairs, etc, etc, etc. 
〔後記〕
この三史料は，外務省外交史料館に保管されているが『日本外交文書」には活字化され
ていない。
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